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2 高校卒業・短大＆専門学校入学用のチラシを発行・配布 

1 ドナー登録者の累計数が「30 万人」を突破 

 

 12 月 １月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 4,105 4,464 236,242 300,028

患者登録者数 156 187 3,156 19,884

骨髄移植例数 70 59 － 7,076

1 

日本骨髄バンクの現状（平成 18 年１月末現在） 

 ドナー登録年齢の下限が「18 歳以上」となってから間もなく

１年となりますが、折から卒業・入学式シーズンとあって、18

歳以上の方々を対象にしたドナー登録呼びかけのチラシ（Ａ５

判フルカラー両面印刷）を作成しました。昨年２月、都道府県

や政令指定都市などの担当者が集まった健康主管課長会議（厚

生労働省主催）にレイアウト案を提示しましたが、このときは

卒業式までの期間が短かったため活用に至りませんでした。登

録者増の勢いを期待して実現にこぎつけたものです。 

総合タイトルは「18 歳の証明」です。卒業バージョン＝写真

㊤＝、入学バージョンの２種類があり、表面はそれぞれにふさ

わしいイラスト（男女一組）をあしらい、裏面（共通＝写真㊦）

で「ドナー登録の流れ」をイラスト入りで紹介しています。 

 卒業バージョンは全国の高校 5300 校、入学バージョンも全国

の短大・専門学校 5400 校に「見本」を送付し、各校で配布して

いただける枚数を確認して式に間に合うようお送りしていま

す。今月下旬までは卒業バージョンが中心ですが、すでに 10 万

枚を超える依頼があります。このチラシをご希望の方は、必要

枚数を広報渉外部へご連絡ください。 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 １月 258 人 

 合計 2,200 人（17 年３月～） 

■51 歳以上のドナー登録者数 

 １月新規 195 人 

   延長 262 人 

 合計 2,134 人（17 年９月～）  注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

 １月の新規ドナー登録者数は 4,464 人と前月を上回 

り、昨年 10、11 月に続く「過去３位」となりました。 

これにより、平成４年１月にスタートしたドナー登録 

受け付け累計数は 30 万人を突破しました。 

 現在登録者数 23 万 6,242 との差（６万 3,786）は、 

年齢超過や自己都合などによって登録が取り消しされ 

た人数となります。右のグラフでは、17 年度が「１月 

までの 10 カ月間の数値」であるにもかかわらず､16 年度に比べて折れ線が右肩方向へ急カ

ーブを描いています。これは、昨年８月からの急激な伸びが反映されているためです。 
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3 第３回合同公開フォーラム、３月 12 日開催 

5 プロ野球巨人軍の宮崎キャンプでドナー登録会、高知でも県主催で 
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7 財団の会議開催予定   

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

          公開・非公開 開催予定 

医療委員会 公開 ３月 ４日（土）10:30～14:30 廣瀬第２ビル地下会議室 

常任理事会 公開 ３月 10 日（金）17:00～19:00 廣瀬ビル２階会議室 

理事会・評議員会 公開 ３月 29 日（水）14:00～17:00 法曹会館 

6 「日本骨髄バンクニュース」同封の募金協力チラシについて 

 当財団、日本さい帯血バンクネットワーク、ＮＰＯ法人全国骨髄バンク推進連絡協議会

による「第３回合同公開フォーラム」が３月 12 日（日）10:30～17:30、日本赤十字社ビル

201 会議室（東京都港区芝大門）で開かれます。会場は昨年と同じで、最寄り駅は都営三

田線「御成門」、都営大江戸線・浅草線「大門」、ＪＲ「浜松町」「新橋」となります。 

タイトルは「空想的近未来 2009 年春～骨髄バンク・さい帯血バンク」で、基調報告のあ

と、パネルディスカッションが行われます。 

プロ野球の開幕を控え各チームともキャンプ中ですが、読売巨人軍の宮崎キャンプ地（県

総合運動公園）で２月 18、25 日の両土曜日（10:00～16:00）、宮崎県主催のドナー登録会

が開催されます。１月 29 日の「ファンとの集い」でもチラシが配布されました。高知県で

は野球関係者が中心となって「８万人ドナー登録運動」が行われており、関係者の努力が

実を結んだものです。また、この運動の発信地・高知でも２月 11 日に骨髄移植講演会（高

知県骨髄バンク推進協議会主催）が開かれたほか、２月 19 日（日）には高知中央公園で高

知県主催のドナー登録会が開かれます。この登録会には支援者らも集まり、夕方には「大

行進・第２弾」と銘打って市内を行進しながらドナー登録を呼びかける予定です。 

昨年 12 月５日発行の日本骨髄バンクニュース第 27 号に同封した募金協力に関するチラ

シについて、国民の皆様からの寄付金が「患者負担金免除制度」に使用されるかのような

誤解を受ける――とのご指摘がありました。すでに２月１日にホームページのWhat’s New
のページでもご説明しておりますが、今号にもご説明文を同封いたしました。 

4 兵庫県合同公開フォーラム、２月 21 日開催 

 兵庫県では、同県、当財団、ＮＰＯ法人兵庫さい帯血バンク共催による「骨髄移植・さ

い帯血移植推進合同フォーラム」が２月 21 日（火）午後１時 30 分から午後３時 45 分まで、

兵庫県農業共済会館（神戸市中央区下山手通 4－15－３）で開催されます。 

主な内容は、骨髄バンクとさい帯血バンクそれぞれの基調講演と「造血幹細胞移植推進

事業の展望」をテーマにしたパネルディスカッションや体験発表が行われます。 


